
Ⅰ.事業概要

Ⅲ.事業の成果

Ⅳ.財務情報
①行政コスト計算書 （単位:千円）

②行政コスト計算書の特徴的事項

③単位あたりコスト分析 ※単位あたりコストは、「行政費用 合計(b)」を「実績」で割って円単位で算出しています。
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利用者の増加、及び主に減価償却費の減少により行政費用が減少したため、1
人あたりのコストが187,936円減少しました。

開所日数は変動ありませんでしたが、主に減価償却費の減少により行政費用が
減少したため、1日あたりのコストが9,883円減少しました。
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1988年建築の作業棟が耐用年数の24年を経過し、2012年度を
もって減価償却が終了したことにより、1,901千円減少。
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扶助費
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警備委託料　2,620千円
植木剪定委託料　779千円
嘱託獣医委託料　636千円
清掃委託料　597千円など
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成果指標名

18 18 19 20
年度末時点の利用者数

町田リス園の年間来園者数
（2016年度の数値は「町田市新5ヵ年計画」における目標
値）

地域福祉部

2:施設運営型事業類型

◆町田リス園は市の代表的な観光施設としての役割も有しており、利用者1人あたりのコストを他事業の施設と単純に比較することはできませんが、行政費
用の適切な水準を把握・検証していく必要があります。
◆建設から24年以上が経過し、建物の減価償却費が行政費用の約41％と大きな割合を占めており、長期的な視点に立った維持補修や大規模改修の検
討が必要です。

事業
目的

町田リス園は市民の憩いの場であるとともに、障がい者の働く場であるため、施設の維持管理等を行うことにより、在宅障がい者の昼間の活動拠点を
確保します。
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2013年度

障がい者福祉費

2016年度

147,406 120,000

◆メディアにも多く取り上げられ来園者数も順調に伸びており、リス園の維持管理等を行うことにより、リスのエサ販売や敷きワラづくり、清掃等を通じて、一
般就労が困難な障がい者の方に働く場を提供しました。
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根拠法令等

ー 290日

2012年度 2013年度単位 2011年度

開所日数

516,842
704,722

単位

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律
2011年度 2012年度 2013年度

19人 2013年度2012年度2011年度

町田リス園
1988年10月24日

施設の名称
建設年月日290日
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0 △ 12,685 △ 9,820 2,865

来園者の増加、及び、主に減価償却費の減少により行政費用が減少したため、
1人あたりのコストが33円減少しました。
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2013年度は台風等の影響を鑑み、例年以上の剪定を実施したた
め、植木剪定委託料が336千円増加。
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町田リス園売店ゲート　1,280千円
町田リス園シェルター　897千円
町田リス園放飼場・寝小屋　708千円
町田リス園トイレ　348千円
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Ⅱ.2012年度末の財務分析を踏まえた事業の課題
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※以下の内容・数値は見本です
2013年度　事業別財務諸表（特定事業）のイメージ



④貸借対照表 （単位:千円）

⑤貸借対照表の特徴的事項

Ⅴ.財務構造分析 Ⅵ.個別分析
▽行政費用の性質別割合 ▽利用状況の推移

▽事業に関わる人員 （単位:人）

Ⅶ.総括
①成果および財務の分析
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決算額の
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町田リス園トイレ改修工事により、9,205
千円増加。
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6,159624,394
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町田リス園用地　587,168千円
土地(事業用資産) 建物(事業用資産)

町田リス園売店ゲート　48,637千円
町田リス園作業棟　45,636千円
町田リス園シェルター　27,787千円
町田リス園放飼場・寝小屋26,913千円
町田リス園トイレ　13,227千円
町田リス園トイレ改修工事　9,205千円
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◇町田リス園は市の代表的な観光施設としての役割も有しており、利用者1人あたりのコストを他事業の施設と単純に比較することはできませんが、行政費
用の適切な水準を把握・検証していく必要があります。
◇2013年度にトイレの改修工事を行いましたが、他の建物については建設から25年以上が経過しており、減価償却費が行政費用の約33％と大きな割合
を占め、減価償却が終了した建物も出ています。資産老朽化比率も改善されましたが、依然として73.8％と高い水準となっており、長期的な視点に立った
維持補修や大規模改修の検討が必要です。

0.2 0.0 0.0 0.02013年度 特定事業 合計 0.0 0.3

②2013年度末の「成果および財務の分析」を踏まえた事業の課題

◆行政費用において建物の減価償却費が約33％と大きな割合を占めていますが、1988年建築の作業棟が耐用年数の24年を経過し、2012年度をもって
減価償却が終了したため、減価償却額・行政費用に占める割合ともに減少しています。
◆2013年度にはトイレの改修工事を行ったため、貸借対照表における事業用資産としての建物価額が増加し、資産老朽化比率が76.0％から73.8％に改
善しています。
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